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い
つ
も
の
仲
間
も
、

新
し
い
仲
間
も

チ
ェ
ロ
を
持
っ
て

集
ま
っ
た
。

第９回

チェロの日Report

チェロ・サロン
開催報告

アウトリーチ実施報告

チ
ェ
ロ
は
い
つ
も
新
し
い
出
会
い
や

喜
び
を
私
に
運
ん
で
き
ま
す
。
最
近
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
昨
年
秋
の
「
チ
ェ
ロ
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」

で
す
。
こ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
2
年
に

1
回
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
は
7
回
目
で
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
音
楽
の
力
/
チ
ェ
ロ
の
力
」、

そ
の
世
界
観
を
体
現
す
る
レ
ジ
デ
ン
ス
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
ジ
ョ
ル
デ
ィ
・

サ
ヴ
ァ
ー
ル
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ソ
ッ

リ
マ
が
招
聘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

朝
9
時
か
ら
深
夜
ま
で
ミ
ッ
シ
ャ
・

マ
イ
ス
キ
ー
や
ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア
ン
・
ケ

ラ
ス
な
ど
の
著
名
な
ソ
リ
ス
ト
や
音
大

生
の
演
奏
会
を
は
じ
め
、
コ
ン
ク
ー

ル
、
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
一
日
中
チ
ェ
ロ
漬
け
で
過
ご
せ

ま
す
。
期
間
中
の
あ
る
日
に
は
、
駅
ピ

ア
ノ
で
有
名
な
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央

駅
で
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ブ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は

3
日
間
で
6
つ
の
演
奏
会
と
3
つ
の
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
定

番
曲
だ
け
で
な
く
、
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ

ズ
、
ソ
ッ
リ
マ
の
新
作
な
ど
の
現
代
曲

も
あ
り
、
チ
ェ
ロ
の
新
し
い
表
現
や

可
能
性
の
広
が
り
に
驚
き
、
興
奮
し

ま
し
た
。
最
終
イ
ベ
ン
ト
の
「C

ello 
C

oupé

」
で
は
お
芝
居
の
よ
う
な
ス
テ
ー

ジ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

も
素
晴
ら
し
く
、
朝
9

時
開
演
の
「B

ach

＆

B
reakfast

」
前
に
は

軽
食
、
最
終
日
深
夜
の

「C
ello C

oupé

」
終
演
後

に
は
ワ
イ
ン
が
振
舞
わ

れ
、
出
演
者
や
裏
方
の

皆
さ
ん
も
交
え
て
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

こ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

は
チ
ェ
ロ
界
の
交
流
と

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
展
開
が
ま
す
ま

す
楽
し
み
で
す
。
ま
た

い
つ
の
日
か
再
訪
し
た

い
も
の
で
す
。
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チェロ協会の公式サイトでは、公演情報や会員の皆さまの
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天気予報では花粉飛散予測や桜の開花予想などよく
耳にするようになりましたが、いかがお過ごしですか。
新年度に入ると、初々しいスーツ姿を見かけるように
なり、あれやこれやという間に今年は 10 連休になる
方もいるとか。新しい年号も気になる今日この頃です
ね。チェロ協会では、2019 年度開催予定の催事につ
いて、皆さまのお力を借りながら企画・運営を進めて
います。コングレスも控えていますので、どうぞお楽
しみに。ボランティア STAFF も募る予定ですので、
この機会に当協会の活動にご賛同いただける方は、ぜ
ひ事務局までお問い合わせくださいませ。

■第 3 回 ジュニア・チェロ・キャンプ
日時：2019 年 9 月 21 日 ( 土 )・22 日 ( 日 )
会場：桐朋学園大学 調布キャンパス
募集内容：アカデミー（ソロ演奏コース、アンサンブルコース）、発表会、懇親会など
対象：2019 年 9 月時点で、小・中学校に通っている児童・生徒
講師陣：堀了介、堤剛、山崎伸子、ほか
※詳細は準備が整い次第ウェブに掲載いたします。
募集要項が必要な方は事務局までお知らせください。

■アジア・パシフィック・チェロ・コングレス 2020
日時：2020 年 2 月 7 日 ( 金 )・8 日 ( 土 )・9 日 ( 日 )
会場：サントリーホール 大ホール、ブルーローズ、
　　　リハーサル室、ほか
出演者：未定

今 年 度、25 名 の 方 か ら ご 寄 附 ( 総 額
577,000 円 ) を頂戴いたしました。この場を
お借りして、心より御礼を申し上げます。

2018 年度 ご寄附をいただいた方 
2018 年度 新規入会者のご紹介 ( ご入会順 )

今年度は、新たに 40 名の方に加わっていただきました。

赤 石 裕 之 さ ん
浅 倉 直 子 さ ん
今 井 勝 男 さ ん
入 内 島 健 さ ん
植草 ひろみさん
荻原 佐和子さん
亀 谷 義 仁 さ ん
木 村 和 美 さ ん
斎 藤 建 寛 さ ん

大 友 肇 さ ん
髙 坂 知 節 さ ん
久 武 麻 子 さ ん
名 取 由 恵 さ ん
朝 川 慎 一 さ ん
小 林 真 弓 さ ん

正会員 24 名

学生会員 16 名

名 取 徳 顕 さ ん
石 井 麗 美 さ ん
中鉢 晃太朗さん
山 本 大 さ ん

吉 田 邦 由 さ ん
川 原 明 子 さ ん
桃 原 用 昇 さ ん
桃 原 直 子 さ ん
鈴 木 皓 矢 さ ん
大 木 潜 さ ん

市 田 凜 さ ん
水 谷 桜 さ ん
堂 向 純 央 さ ん
滝 川 桃 可 さ ん

佐 藤 亮 さ ん
田 邊 登 崇 さ ん
長谷川 陽子さん
松 﨑 松 平 さ ん
松 波 恵 子 さ ん
山 口 浩 史 さ ん
山 本 裕 康 さ ん
結 城 典 夫 さ ん
横 坂 源 さ ん

綿貫 かおりさん
Braxton Neateさん
津 賀 沼 浩 さ ん
市田 こころさん
水谷 由紀子さん
滝川 友紀子さん

波多野 太郎さん
鳥 羽 咲 音 さ ん
稲 本 愛 歌 さ ん
伊藤 健太郎さん

門 多 治 さ ん
髙 橋 泉 さ ん
稲 垣 素 子 さ ん
佐 渡 文 彦 さ ん
荒 庸 子 さ ん
塩 手 康 弘 さ ん

岩 崎 弓 夏 さ ん
林 貴 弘 さ ん
藤 原 寛 太 さ ん
藤 原 百 花 さ ん

※ご承諾を得ている方のお名前を掲載いたします

2019 年度 主催イベントのご案内

※詳細が決まり次第、
チラシを送付いたします。
ぜひ今からご予定ください。

WELCOMESpecial Thanks
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去年は“いつか出られるといいな”と思わず言っていたチェロの日、
今年はその夢がかなってすごく嬉しかったです。

特に岩崎洸先生は僕の先生の先生で、会えた時は本当に感動しま
した。鈴木晧矢先生の音は力強く濃い音で、今まで感じたことがな
い情熱を感じました。水谷川優子先生と鈴木大介先生のチェロとギ
ターという組み合わせは初めてで、聴く前からワクワクしていて最
初の音から、わあ！という感じで、ずっと心の中で最高に盛り上がっ
ていました。チェロゼミナールでは鈴木秀美先生のお話が面白くて
ずっと先生の顔に見入ってしまい、そんな自分にびっくりしました。
特に古楽器の説明は興味津々で、古いチェロが本当にほしくなって
しまいました。

僕の出番のチェロオーケストラでは憧れの先生が勢ぞろいで、す
ごい！と思っていました。一番難しかった曲はブラジル風バッハ第
1 番で、かすかな恐怖と楽しみが感じられる曲でした。速くて難し
いところは他の人に助けられて最後にはうまくできました。

チェロの日はすごく楽しくて、うれしくて、心がはれて、チェロ
を今までやってきてよかったと思いました。先生方、スタッフの皆
様ありがとうございました。来年はもっと曲を増やしてほしいです。

私は第 3 回チェロの日から毎年参加しており今年で 6 回目になり
ます。「チェロの日」の大きな特徴はプロとアマが一緒にアンサンブ
ルする点だと思います。今回コンマスを務めた向山佳絵子先生が参
加された練習会で、印象的なでき事がありました。その日のブラジ
ル風バッハの通し練習の際、2 番パートの私は入る箇所がわからず
に困っていたところ隣で弾いていらっしゃった 1 番パートの向山先
生が 2 番パートの入る箇所で合図して下さいました。お陰で 1 番パー
トとタイミングを合わせて 2 番パートを弾くことができました。プ
ロの方が何気なく合図を出して下さった事も嬉しかったし、自分が
咄嗟にその合図を読み取って音楽の流れに乗ることができた事も嬉
しかったです。これこそアンサンブルの醍醐味だと思いました。本
番終了後、打ち上げの前にその場に居合わせた仲間と寒空の下テラ
スで飲んだビールと爪楊枝で食べたソーセージの味も忘れられない
思い出になりました。

初めてチェロの日に参加した時はオーケストラの後ろの方に座り
ました。沢山の方々に囲まれチェロオケの演奏をしたあの時の暖か
い感覚は未だに忘れられません。でも演奏会の前半でソロを弾いて
いる先輩を見ながら「いつかあの場所で演奏したい」と毎年憧れて
いました。

そして今年、遂にソロの出番を頂きました。あれだけ憧れていた
舞台ですが、実際に立ってみるとかなり独特な環境です。視界の前
面には満員のお客様、そして横と後ろにはチェロを持ったオーケス
トラの方々という 360 度全方向チェロ好きに囲まれた中でたった 1
人で演奏するのです。しかし舞台に乗り最初の一音を出した瞬間、
不思議な感覚に包まれました。沢山のチェロが一緒に共鳴してくれ
ているような気がしたのです。

今回は本当に貴重な経験が出来、とても嬉しかったです。スタッ
フの皆様、先輩方、先生方、そして周りでサポートして下さった方々
のお陰で無事演奏会を終えることが出来ました。これからは周りの
皆様に恩返しが出来るように日々精進しようと思います！

V O I C E
稲 石  薫

岸 田  晄 輔 （ 小 学 3 年 生 ）

菅 井  瑛 斗
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3                                   

て
な
か
っ
た
な
と
反
省
し
ま
し
た
。
次
に
バ
ッ
ハ

無
伴
奏
楽
譜
、
何
故
幾
多
の
楽
譜
が
あ
り
、
ど
う

違
う
の
か
と
ス
ラ
ー
を
例
に
し
た
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
解
釈
を
判
り
や
す
く
的
確
に
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
私
自
身
数
種
類
の
楽
譜

を
入
手
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
話
を
聞
い
て
い
た

ら
選
び
方
も
変
わ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
時
間
が
許
せ
ば
も
っ
と
沢
山
聞
き

た
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
モ
ダ
ン
と
バ
ロ
ッ
ク
の

違
い
に
つ
い
て
弓
、
楽
器
、
弦
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
実
物
を
見
る
と
差
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
の

１
時
間
半
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
神
戸
・
御
影
の
ご
出
身
で
お
兄
様

が
教
会
で
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
お
ら
れ
て
通
奏
低

音
が
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
チ
ェ
ロ
を
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
と
逸
話
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
じ

つ
は
私
（
藤
井
）
も
御
影
の
出
身
で
、
そ
の
教
会

は
実
家
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
の
で
ど
こ
か
で
鈴

木
さ
ん
と
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
感

慨
深
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
の
通
奏
低

音
に
か
け
る
思
い
を
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
本
が
出

て
い
る
の
と
、
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
の

解
釈
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
た
本
も
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
Y
o
u
T
u
b
e
を
検
索

す
る
と
オ
ラ
ン
ダ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
ら
れ

て
い
る
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は

時
間
の
制
約
が
あ
っ
て
残
念
な
が
ら
演
奏
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ご
自
身
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
が
載
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
バ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ロ
の
素
晴
ら
し
い
響
き
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

R

－

3
0
5  

藤
井 　

直

R

－

2
7
9  

芳
山 

朋
史

チ
ェ
ロ
の
日
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
あ
っ
て
チ
ェ

ロ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
参
加
者
の
チ
ェ
ロ
ラ
イ
フ
が

よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
な
興
味
あ
る
お
話
を
伺
う

の
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
企
画
段
階
か
ら
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
鈴

木
秀
美
さ
ん
に
バ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ロ
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
声
が
出
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
や
っ
と
念
願
叶
っ
て
実
現
す
る
運
び
に
。

鈴
木
さ
ん
は
チ
ェ
ロ
を
持
っ
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ェ
ロ
と
は

ア
マ
テ
ィ
作
と
言
わ
れ
て
い
る
楽
器
本
体
側
面
に

絵
が
描
か
れ
て
文
字
が
書
か
れ
た
美
し
い
バ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ロ
。
そ
の
チ
ェ
ロ
と
バ
ロ
ッ
ク
弓
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
時
間
枠
た
っ
ぷ
り
と
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
興
味
は
あ
る
が
ど
う
接
し
て
良
い

か
判
ら
な
か
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
の
お
話
で
し
た
。
ま

ず
は
演
奏
法
、
ス
チ
ー
ル
弦
で
は
沢
山
弓
を
使
い

響
き
を
増
す
が
、
ガ
ッ
ト
で
は
弓
を
使
い
過
ぎ
な

い
の
が
大
事
と
の
こ
と
。
弦
の
特
性
で
こ
こ
ま
で

違
う
と
は
と
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
ま
た
、
弓
は
な

る
べ
く
ず
っ
と
弦
の
上
に
置
い
て
お
く
、
大
事
な

音
は
駒
の
近
く
で
、
そ
う
で
な
い
音
は
指
板
の
近

く
で
弾
く
等
の
当
り
前
の
事
に
つ
い
て
注
意
で
き

バッハの組曲～楽器の様々な状態～師ビルスマ等について
講師：鈴木 秀美氏

チェロ・ゼミナール

鈴木 秀美氏の著書のご紹介

「無伴奏チェロ組曲」 
東京書籍

「通奏低音弾きの言葉では、」 
アルテスパブリッシング

香月 麗菅井瑛斗 2

チ
ェ
ロ
と
仲
良
く
な
る
日

最
初
に
登
場
し
た
の
は
5
年
半
に
わ
た
る
ス
ペ

イ
ン
留
学
を
終
え
、
昨
年
帰
国
し
た
ば
か
り
の
鈴

木
皓
矢
さ
ん
。
コ
ダ
ー
イ
の
《
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
・

ソ
ナ
タ
》
作
品
8
を
確
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
演
奏
。

技
巧
的
に
難
し
い
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
余
計
な
感
情
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
コ
ダ
ー
イ
の
音
楽
に
没
頭
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

続
い
て
の
水
谷
川
優
子
さ
ん
は
言
わ
ず
と
知
れ

た
人
気
チ
ェ
リ
ス
ト
。
多
方
面
で
活
躍
す
る
ギ
タ

リ
ス
ト
の
鈴
木
大
介
さ
ん
と
の
共
演
で
、
フ
ァ

リ
ャ
の
《
ス
ペ
イ
ン
民
謡
》
を
演
奏
。
ラ
テ
ン
の

リ
ズ
ム
に
会
場
の
雰
囲
気
は
一
変
し
ま
し
た
。
次

に
演
奏
さ
れ
た
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ゴ
ス
の
《
偶
像
の

庭
園
》
は
、
ギ
タ
ー
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
に
書
か
れ

た
作
品
で
す
。
ギ
タ
ー
と
チ
ェ
ロ
は
、
音
量
や
音

色
の
面
で
相
性
が
良
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
作
品
は
そ
う
し
た
利
便
性
の
よ
う
な
も
の
を

超
え
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
可
能
性
の
広
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
次
の
曲
目
、
加
藤
昌
則
に

よ
る
《
ケ
ル
ト
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
》
は
、ス
カ
ボ
ロ
ー
・

フ
ェ
ア
や
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
と
い
っ
た
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
民
謡
の
メ
ド
レ
ー
。

水
谷
川
さ
ん
の
軽
や
か
で
、
時
に
力
強
い
チ
ェ
ロ

と
、
鈴
木
さ
ん
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
透
明
感
の
あ
る

ギ
タ
ー
と
が
融
合
。
終
始
、
次
の
展
開
に
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1
日
目
最
後
は
、
ベ
テ
ラ
ン
岩
崎
洸
さ
ん
に
よ

る
シ
ョ
パ
ン
の
《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》
ト
短
調 

作
品
65
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
シ
ョ
パ
ン
を
得
意
と
す

る
松
本
和
将
さ
ん
で
、「
チ
ェ
ロ
の
日
」
な
ら
で

は
の
贅
沢
な
共
演
で
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
こ
の
作
品
を
、
シ
ョ
パ
ン
が
最
晩

年
に
発
表
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
改
め
て
見
直
し
、
通
常
よ
り
も
ゆ
っ
た

り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
じ
っ
く
り
と
演
奏
す
る
こ
と

に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
（
演
奏
会
後
の
懇
親
会
に

て
語
ら
れ
ま
し
た
）。
味
わ
い
の
あ
る
岩
崎
さ
ん

の
チ
ェ
ロ
の
音
色
は
感
情
の
深
さ
を
、
松
本
さ
ん

が
奏
で
る
ピ
ア
ノ
の
音
色
は
心
の
複
雑
な
動
き
を

表
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
演
奏

さ
れ
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》（
第

3
楽
章
）
と
共
に
、
心
に
残
る
演
奏
会
と
な
り
ま

し
た
。

チ
ェ
ロ
で
ひ
と
つ
に
な
る
日

翌
日
は
、
若
手
チ
ェ
リ
ス
ト
に
よ
る
無
伴
奏
作

品
の
演
奏
か
ら
。
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
1
年

に
在
学
中
の
菅
井
瑛
斗
さ
ん
が
尾
高
惇
忠
の
独
奏

チ
ェ
ロ
の
た
め
の
《
瞑
想
》
を
、
桐
朋
学
園
ソ
リ

ス
ト
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
4
年
に
在
籍
す
る
香

月
麗
さ
ん
が
イ
ザ
イ
の
《
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ

タ
》
を
演
奏
。
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
・
上

位
入
賞
を
果
た
し
、
既
に
演
奏
会
も
こ
な
し
て
い

る
ふ
た
り
は
、
堂
々
と
し
た
演
奏
を
披
露
し
、
今

後
の
活
躍
を
期
待
さ
せ
ま
し
た
。

後
半
は
「
チ
ェ
ロ
の
日
」
の
メ
イ
ン
と
も
言
え

る
、「
チ
ェ
リ
ス
ト
の
集
い
」
参
加
者
、
約
70
名

に
よ
る
チ
ェ
ロ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。「
チ
ェ
ロ
の
日
」

の
テ
ー
マ
曲
と
も
言
え
る
小
林
幸
太
郎
の
《
チ
ェ

ロ
の
為
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
》
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
指
揮
と
進
行
は
山
本
祐
ノ

介
さ
ん
。

続
い
て
演
奏
さ
れ
た
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

名
曲
、
ク
レ
ン
ゲ
ル
の
《
ヒ
ム
ヌ
ス
》
は
、
心
地

良
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
中
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
の
向
山
佳
絵
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
ト
ッ

プ
奏
者
が
奏
で
る
ソ
ロ
の
旋
律
が
美
し
く
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
ケ
テ
ル
ビ
ー
の
《
ペ
ル

シ
ャ
の
市
場
に
て
》、
い
ず
み
た
く
の
《
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
》
と
昭
和
生
ま
れ
に
は
な
じ

み
深
い
曲
が
演
奏
さ
れ
、
最
後
の
ヴ
ィ
ラ
＝
ロ
ボ

ス
の
《
ブ
ラ
ジ
ル
風
バ
ッ
ハ
》
第
1
番
は
圧
巻
の

演
奏
で
、
一
体
感
の
あ
る
重
厚
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
2
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
奏

者
の
演
奏
会
に
行
き
、
新
た
に
知
っ
た
作
曲
家
や

作
品
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
側
面
か
ら
掘
り
下
げ

た
り
し
て
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
ま
た
こ

の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。「
チ
ェ
ロ
の
日
」
の
良

さ
は
、
こ
の
場
限
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
次
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
感
じ
て
い

ま
す
。

日本チェロ協会のホームページにアップされたプログラムを眺めては、今回はどんな出会いがあるか？ と心待ちにしていた「チェロの日」。私は 8 年
前にチェロを購入して習い始めるも、忙しさを言い訳に、現在は「聴く」専門の会員になってしまいましたが、このチェロの祭典は毎年楽しみにしてい
る音楽イベントのひとつです。今年も 2 日間、客席で〝チェロ〟を堪能しました。
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鈴木 皓矢水谷川 優子岩崎 洸事務局スタッフと

いつもの仲間も、
新しい仲間も
チェロを持って
集まった。



今
日
聞
い
て

い
て
ど
こ
の
ク

ラ
ス
も
そ
う

だ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
が
、
本

当
に
こ
う
い
う

機
会
と
い
う
の

は
貴
重
だ
な

と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
毎
日
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
目

指
し
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
並
ん
で
い
る
先
生
方
は
も
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な

ん
だ
け
ど
、
こ
の
先
生
た
ち
に
も
初
歩
は
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。
初
歩
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

そ
し
て
上
級
生
の
人
も
ま
た
原
点
に
戻
っ
て
く
だ
さ

い
。
始
め
た
時
の
心
を
大
切
に
、
い
い
音
が
出
て
き

た
時
の
喜
び
、
そ
れ
か
ら
次
の
曲
を
弾
け
た
と
き
の

喜
び
、「
あ
、
こ
ん
な
曲
が
弾
け
た
」
っ
て
い
う
、

そ
う
い
う
の
を
い
つ
も
感
じ
な
が
ら
勉
強
し
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

一
つ
気
に
な
っ
た
こ
と
を
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
日
コ
ン
サ
ー
ト
の
時
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子
と
、

ま
た
そ
の
半
分
く
ら
い
お
客
様
の
様
子
も
見
て
た
ん

で
す
。
そ
し
た
ら
一
番
体
を
揺
す
っ
て
楽
し
そ
う
に

聞
い
て
い
ら
し
た
の
は
、
山
崎
先
生
で
し
た
。
み
ん

な
自
分
の
子
が
出
て
く
る
と
、こ
の
辺
（
こ
め
か
み
）

が
く
っ
と
上
が
っ
て「
ま
た
同
じ
と
こ
ろ
間
違
え
た
、

い
つ
も
言
っ
て
る
の
に
」。
そ
う
で
は
な
く
て
、
本

当
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
最
後
に
は
皆
さ
ん

良
い
顏
で
聞
い
て
頂
い
た
ん
で
す
が
、
自
分
の
子
供

ジ
ュ
ニ
ア
・

チ
ェ
ロ
・
キ
ャ

ン
プ
、
僕
は

初
め
て
だ
っ

た
ん
で
す
が
、

こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
素
晴

ら
し
い
若
い
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
の
を
知
れ

た
だ
け
で
も
嬉
し
く
良
い
経
験
で
し
た
し
、
こ

う
い
う
小
さ
い
方
々
が
、
す
ご
く
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
姿
と
い
う
の
に
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

先
程
も
お
話
に
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
達
が
小
さ

い
頃
は
上
の
人
達
と
一
緒
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

や
る
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
、
今
の
人
た

ち
は
恵
ま
れ
て
る
な
と
い
う
の
と
、
せ
っ
か
く

の
こ
う
い
う
機
会
を
糧
と
し
て
成
長
し
て
い
っ

て
貰
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
思
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
と
て
も
レ

ベ
ル
の
高
い
曲
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
勉
強
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
先
程
か
ら
話
に
出
て
い
る
よ

う
に
基
礎
の
力
と
い
う
の
を
常
に
考
え
て
ほ
し

い
。
僕
が
一
番
自
分
で
弟
子
に
教
え
て
い
る
の

中
島
先
生
よ
り

菊
地
先
生
よ
り

堀
先
生
よ
り

Photo by 村岡友美

色
は
そ
の
人
の
名
前
み
た
い
な
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
練
習
と
い
う
の
は
し
ん
ど
か
っ
た
り
、

め
ん
ど
く
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
先
生
に
怒
ら
れ
て
落

ち
込
む
こ
と
、
失
敗
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
も
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
普
段
は
み
ん
な
良

き
友
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
も

あ
る
、
こ
の
人
に
は
負
け
た
く
な
い
っ
て
い
う
気
持

ち
を
持
つ
事
が
す
ご
く
大
切
。
そ
れ
を
い
つ
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
今
度
ま
た
お
会

い
し
た
時
に
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
る
の
が
聞
き
た

い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

は
、
コ
ス
マ
ン
と
か
そ
う
い
う
指
の
訓
練
の
エ

チ
ュ
ー
ド
な
ん
で
す
ね
。
曲
ば
か
り
じ
ゃ
な
く

て
、
そ
の
指
の
訓
練
の
エ
チ
ュ
ー
ド
を
や
る
よ

う
に
す
す
め
て
ま
す
。
若
い
時
は
気
が
付
か
な

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
年
取
っ
て
く
る
と

だ
ん
だ
ん
筋
肉
の
扱
い
が
変
わ
っ
て
く
る
。
基

礎
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
長
く
続

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
差
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
将
来
の
こ
と
、
長
く
チ
ェ
ロ
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
考
え
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
基
礎
の
力

と
い
う
も
の
が
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
ず
っ
と
続
け
て
い
く
た

め
の
こ
と
を
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
日
間
の
経
験
は
、

と
て
も
た
め
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
、
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

が
出
て
く
る
と
、
目
が
点
に
な
っ
て
、
大
丈
夫
か
な

と
思
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
音
楽
を
心
か

ら
楽
し
ん
で
、
聴
衆
か
ら
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
で

す
。一

つ
私
は
良
い
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
昔
の
東
ド
イ
ツ
、
今
の
北
朝
鮮
と
同
じ
よ
う
な

状
況
の
東
ド
イ
ツ
に
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
向
こ
う
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ

る
人
は
本
当
に
ひ
ど
い
状
況
で
、
食
べ
物
も
な
い
よ

う
な
状
態
。
で
も
引
率
し
た
子
供
た
ち
に
は
ず
い
ぶ

ん
優
遇
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
っ
て
子
供
達
と
一
緒
に
弾
い
た
ん
で
す

が
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
パ
ッ
と
会
場
を
見
た
ら
、
自
分

達
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
豊
か
で
、
幸
せ
な
顏
で
聴
い
て

下
さ
っ
て
い
る
。
音
楽
の
持
つ
力
と
共
に
、
す
ご
く

反
省
し
て
帰
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
聴
い
て
く

だ
さ
る
方
と
い
う
の
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
み
ん
な
で
、
特
に
お
母
様
、
お
父
様
方

は
す
ご
く
大
切
な
役
目
だ
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
担
当

し
て
、
本
当
に

皆
さ
ん
羨
ま
し

い
な
と
思
い
ま

し
た
。
私
の
学

生
時
代
は
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
特
に
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
は
殆

ど
ゼ
ロ
）
経
験
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
レ
ッ
ス
ン

の
時
や
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
の
前
以
外
に
人
前

で
弾
く
チ
ャ
ン
ス
が
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
。
君
た
ち

は
同
じ
世
代
じ
ゃ
な
く
て
も
合
奏
で
き
て
羨
ま
し
い

な
っ
て
、
す
ご
く
思
っ
た
ん
で
す
。
初
め
は
緊
張
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
本
番
は
み
ん
な
楽
し

そ
う
に
弾
い
て
く
れ
た
の
で
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た

し
、
本
番
は
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
、
各
自
他
人
の
弾
い
て
い
る
音
を
聴
き
あ
っ
て
い

る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
自
分
が
弾
く
の
も
一
番
大
事

だ
け
ど
も
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
お
互
い
同
じ
音
楽

を
弾
い
て
い
る
、
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
そ
れ
が

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
本
番
で
お
客
さ
ん
に
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、「
行
く
よ
」、「
い
い
よ
」
み
た
い
な
感
じ
で
弾

い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
う
い
う
楽
し
さ
が
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
醍
醐
味
。
皆
さ
ん
も
今
、
直
ぐ
に
う
ま

く
弾
け
な
く
て
も
、
良
い
音
で
弾
こ
う
、
誰
か
の
音

を
良
く
聴
こ
う
と
か
、
お
互
い
相
手
の
音
楽
に
興
味

を
持
つ
と
全
体
的
に
良
い
演
奏
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

私
が
留
学
先
で
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ル
ニ
エ
先
生
に
、

同
じ
音
、
例
え
ば
ド
の
音
を
4
種
類
弾
け
っ
て
言
わ

れ
て
、不
快
な
音
や
良
い
音
と
い
ろ
い
ろ
と
試
す
と
、

「
オ
ッ
ケ
ー
! 

次
に
お
客
さ
ん
が
最
も
良
い
音
を

聞
き
た
い
と
き
、
君
は
ど
う
の
様
に
考
え
て
弾
く
の

か
・・・
?
」 

っ
と
、
そ
の
時
は
そ
の
意
味
が
良
く

理
解
出
来
な
か
っ
た
。
綺
麗
な
音
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な

く
て
、
ち
ょ
っ
と
粗
め
の
音
と
か
、
ち
ょ
っ
と
激
し

い
音
と
「
グ
ッ
」「
ガ
ッ
」
っ
て
弾
く
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
が
全
体
の
音
楽
に
全
て
繋
が
っ
て
い
く
、

み
た
い
な
事
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
後
々
に

な
っ
て
か
ら
理
解
出
来
ま
し
た
。
右
手
で
音
色
と
か

音
楽
性
を
色
々
な
弾
き
方
で
音
楽
を
作
り
上
げ
る
事

が
大
切
な
ん
だ
、
と
い
う
事
を
教
わ
っ
た
の
が
、
そ

の
後
の
演
奏
で
多
い
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
音

講評続編
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参加者数
講師：1 名／クリニック受講生：2 名／アンサンブル参加者：29 名／聴講：9 名
合計 43 名 ( 会員：33 名・非会員：6 名・スタッフ：4 名 )

2
0
1
8
年
11
月
17
日
（
土
）
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

リ
ハ
ー

サ
ル
室
で
、
辻
本
玲
さ
ん
の
主
宰
に
よ
る
チ
ェ
ロ
・
サ
ロ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
9
8
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
チ
ェ
ロ
・
サ
ロ

ン
か
ら
数
え
て
、
実
に
41
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

辻
本
玲
さ
ん
は
、
東
京
藝
術
大
学
を
卒
業
後
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
ベ
ル
ン
芸
術
大
学
（
ス
イ
ス
）
に
留

学
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
国
内
に
お
け
る
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
現
在
は
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
ソ
ロ
・
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て
も
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ロ
・
サ
ロ
ン
の
前
半
は
、
チ
ェ
ロ
歴
が
30
年
、
40
年
と
い
う

お
二
人
の
チ
ェ
ロ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
芳
山
朋
史
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》
第
2
番
第
1
楽
章
の
冒
頭
部
分
を
、
花

房
克
磨
さ
ん
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
《
幻
想
小
曲
集
》
作
品
73
か
ら
課
題

曲
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

辻
本
さ
ん
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
で
、「
4
ス
タ
ン
ス
理
論
」
と
い
う

身
体
の
ど
こ
に
重
心
を
置
く
か
で
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
と

い
う
理
論
に
つ
い
て
引
用
さ
れ
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
、
不
得
意

な
動
き
が
あ
り
、
チ
ェ
ロ
を
構
え
る
上
で
も
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と

仰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
後
半
は
、
シ
ャ
ブ
リ
エ
の
《
ハ
バ
ネ
ラ
》、
フ
ォ
ー

レ
の
《
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
》
を
課
題
曲
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
折
、
模
範
演
奏
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
お
話
と
熱
心
な
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
約
1
時
間
半
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
ッ
ス
ン
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
た
い
へ
ん
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

シューマンの幻想小曲集の第 1 曲を教材に初めて受講し
ました。演奏する前は自分としては上がっていないつもり
だったのですが、いざ弾き始めてみると余計な力が入り、
聞き苦しい音が次々と出てしまいました。先生からエンド
ピンの長さや体の使い方という、音を出す以前の問題点を
指摘していただきました。アドバイスに従ってエンドピン
を短くし、体の軸の使い方も変えたら音がずっと良くなり、
かつ、弾きやすくなったのでとても驚きました。

今回は、辻本先生とチェロ協会のご厚意で録音がＯＫで
した。後で聞き返して「ここはこう弾いた方がよい」とい
う指導には映像があったらなあと思いつつも、受講時の様
子を思い出しながら復習することが出来るのは大変ありが
たいです。

受講して唯一の想定外だったのは、会報誌に記事を書く
依頼がセットで付いてきたことでした。それが最初から分
かっていたら受講しなかったか。いや、それでもやっぱり
受講したと思います。今回は貴重な機会を与えて下さり、
本当にありがとうございました。

チェロ・サロン
開 催 報 告

ワンポイントクリニックを受講して
花 房  克 磨R-388

2
0
1
8
年
11
月
27
日
、
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に

て
チ
ェ
ロ
協
会
主
催
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
参
加
し
ま
し
た
。

以
前
子
供
が
お
世
話
に
な
っ

た
こ
の
病
院
で
何
か
で
き
な
い

か
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
働
く
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
「
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
さ
せ
て
も
ら
え

な
い
か
」
と
連
絡
を
取
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
こ
こ
数
年
は
年
1

回
ほ
ど
で
す
が
、
ロ
ビ
ー
で
チ
ェ

ロ
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
陽
子
さ
ん
が
こ
こ
で

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
チ
ェ
ロ
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
中
美
穂

さ
ん
、
石
島
栄
一
さ
ん
、
芳
山
朋
史
さ
ん
と
と

も
に
、
チ
ェ
ロ
カ
ル
テ
ッ
ト
で
演
奏
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
お
昼
時
に
外
来
一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
。

小
さ
な
子
供
た
ち
や
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
親
御

さ
ん
た
ち
、
お
腹
の
ふ
っ
く
ら
し
た
マ
マ
た
ち

が
、
出
て
き
た
チ
ェ
ロ
の
4
人
を
面
白
そ
う
に

見
て
い
ま
す
。

「
星
に
願
い
を
」
か
ら
始
ま
り
、「
ト
ト
ロ
の

テ
ー
マ
」
や
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
な

ど
を
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
演
奏
し
て
い
く
と
、

身
体
を
揺
ら
し
て
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
や
、
一

緒
に
歌
っ
て
く
れ
る
こ
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
小
児
病
棟
を
4
ケ
所
廻
っ
て
演

奏
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
に
病
棟
に

お
邪
魔
し
て
少
し
の
緊
張
感
や
懐
か
し
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
入
院
当
時
は
親
も
子
供
も
大

変
だ
っ
た
こ
と
を
す
ご
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

病
棟
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん

の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
で
演
奏
場
所
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
、
消
毒
が
て
き
ぱ
き
と
進
め
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
看
護
師
さ
ん
た
ち
が
病
室
を
廻
っ
て

子
供
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
れ
、
私
た
ち
が
演

奏
を
始
め
る
と
い
つ
の
間
に
か
沢
山
集
ま
っ
て

き
て
く
れ
て
と
て
も
真
剣
に
、
そ
し
て
楽
し
ん

で
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。

「
チ
ェ
ロ
の
音
っ
て
初
め
て
聴
い
た
ん
だ

よ
！
」
と
何
度
も
嬉
し
そ
う
に
私
た
ち
に
話
し

か
け
て
き
て
く
れ
た
子
も
い
て
、
な
ん
だ
か
こ

ち
ら
も
と
て
も
嬉
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
は
手
を
伸
ば
す
、
手
を

差
し
伸
べ
る
、
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
ち
ら
側
が
伸
ば
し
た
手
を
し
っ
か
り
と
子
供

た
ち
が
握
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
演
奏

者
だ
け
で
は
な
く
色
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
一
つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
形
に
な
っ

た
時
、
決
し
て
独
り
よ
が
り
で
は
な
く
、
相
手

に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
時
間
が
持
て
た
の
を
実
感

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
最
初
は
小
さ
な
芽
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
少
し
ず
つ
水
を
あ
げ
て
い
け
ば
、

き
っ
と
大
き
な
樹
に
な
る
の
で
は
、、
そ
ん
な
気

が
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
共
演
者
の
皆
さ
ん
、

チ
ェ
ロ
協
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
長
谷
川
陽
子
さ
ん
と

児
玉
真
さ
ん
、
そ
し
て
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

髙
橋 

麻
理
子

R-421

アウトリーチ実施報告 O U T R E A C H

アウトリーチ実施報告
日時：2018 年 11 月 27 日（火）
実施場所：国立成育医療研究センター（東京都世田谷区）
参加者：髙橋 麻理子、中 美穂、石島 栄一、芳山 朋史
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Tatsuki SASANUMA

1. 近況を教えてください
ソロリサイタルを年に数回開催するほか、カ

ルテット・アマービレとして東京では王子ホー
ル、白寿ホールなどでコンサートを開催してい
ます。N 響アカデミー生として NHK 交響楽団

の演奏会にも月に数公演出演しています。
東京でのソロリサイタルは、2019 年は 9 月 10 日に白寿ホール、11 月 10 日に学

習院大学百周年記念会館でのコンサートを予定しています。

2. チェロを始めたきっかけを教えて頂けますか？
学習院初等科在学中の 7 歳の時に管弦楽部の演奏を目の当たりにし、弦楽器、

とりわけチェロがかっこいいと思ってやってみたいと思いました。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
お客様と一緒にホールの中で空気感をつくりあげていると感じられる瞬間です。

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
全国各地の美味しいもの探し、酒の肴～甘いものまで。
食べ物を記録するためだけの Instagram アカウントがあります。
(@tatsuki_sasanuma)

5. 今後どのようなチェリストとして活動していきたいですか 
現在、ソロ活動、室内楽の活動だけでなくオーケストラにも強い興味を持っ

て取り組んでいます。師事する堤先生もソリストとしてだけでなく室内楽の
名手、名教授としての顔を持ちますし、堤先生の先生であるシュタルケル先
生もオーケストラ奏者、名教授としても活動されました。堤先生からも「全
部をやろうとするのは本当に大変なことだよ」と言われているのですが、現
在重点を置いている 3 つの活動の勉強を続けていきたいですし、発展させて
いきたいです。

S-150

笹沼 樹さん

JCS NEWS Vol.53

7                                   

デビュー・アルバム 「親愛の言葉」
（2019 年 1 月 日本コロムビア COCQ85447）

収録曲 :
1 カサド : 親愛の言葉
2 ショパン : チェロとピアノのためのソナタ 作品 65 より第 3 楽章
3 フォーレ : 夢のあとに
4 サン = サーンス :《サムソンとデリラ》より「あなたの声に私の心は開く」
※チェロ編曲版
5 ポッパー : 演奏会用ポロネーズ 作品 14
6 ショパン : ノクターン第 20 番 ( 遺作 ) ※チェロ編曲版
7 カタルーニャ民謡 / カザルス編 : 鳥の歌
8 間宮芳生 : チェロとピアノのための六つの日本民謡より「ちらん節」

共演／入江一雄 (Pf)

Upcoming Events

© Eugene Nakamura

Koya SUZUKI

1. 近況を教えてください
留学から帰国し 10 ヶ月程が経ちましたが、

ありがたいことにオーケストラに呼んで頂いた
り室内楽、ソロ、チェロアンサンブル等様々な
活動をさせて頂いてます。最近ではギタリスト
の林祥太郎君と組んで DUO CHISPA としてコ
ンサートを開催したり動画作りに勤しんでいま
す。

また、教えることにも興味があり、最近少しずつ始めました。教えることで初
めて「昔先生が仰っていたのはこういうことだったのか！」というような気付き
が多くとても有意義です。

2. チェロを始めたきっかけを教えてください
ある日、幼稚園から帰って来たら突然母に「今日からチェロやるわよ」と言わ

れたのが僕のチェロ人生の始まりです。チェロというものがどんなものなのか全
く知らなかったにも関わらず、何となくこの先の大変な道程を感じ取ったのか、
泣き叫んだのをよく覚えています。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
舞台で、「あ、今お客さんと一体になれてるな」と感じられる瞬間。それとプロ

グラムを考えている時。

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
料理と登山と海とバドミントンとスケートボードと映画観賞が好きです。いつ

かスカイダイビングがしてみたいです。

5. 第 9 回チェロの日のご感想をお聴かせください
本当に幸せで光栄な舞台でした。大きなモチベーションと共にあった準備

期間も幸せでしたし、多くのお客さんの前でコダーイを演奏できた当日も本
当に幸せでした。師である倉田澄子先生にも少しは成長した姿をお見せ出来
たかなぁと。今回大変久しぶりに催しに参加させて頂いたのですが、若いチェ
リストから大先輩の先生方まで、アマチュアからプロまで、縦も横も繋がる
ことの出来る機会を作って下さるチェロ協会は本当に素晴らしいなと改めて
感激した日でもありました。

6. 今後どのようなチェリストとして活動していきたいですか？
今後についてはっきり決まっているわけではありませんが、クラシックか

らクロスオーバーな活動まで色々な経験を積んでいきたいと思っています。
また、僕の父は作曲家なので、父の器楽作品を広めていくのが僕のライフワー
クの一つです。

R-543

鈴木 皓矢さん

7 月 24 日に東京文化会館小ホールで開催されます僕のリサイタルには是非お越し頂
きたいです。留学先で学んだプログラムに加え、父の無伴奏チェロ組曲も演奏します。
バラエティに富んだプログラムですので、必ずお楽しみ頂けると思います。

Upcoming Events
新進演奏家育成プロジェクト リサイタル・シリーズ TOKYO82
鈴木 皓矢 チェロ・リサイタル
日時／ 2019 年 7 月 24 日 ( 水 ) 開演 19:00 開場 18:30
会場／東京文化会館小ホール
料金／ 2500 円 ( 全席自由 )
出演／鈴木皓矢 (Vc)  Pf 未定
問／公益社団法人日本演奏家連盟 03 (3539) 5131 http://www.jfm.or.jp
東京文化会館チケットサービス 03(5685) 0650 http://www.t-bunka.jp/
e + ( イープラス ) http://eplus.jp/

Cellist's Update
Mikio UNNO

1. 近況を教えてください
2 人の息子 (5 歳と 3 歳 ) の子育てに振り回さ

れながらも、様々な形態での演奏活動を中心に、
忙しく楽しい日々を送っています。

2.チェロを始めたきっかけは？
チェリストである母親が、結婚後 18 年間も演奏活動を休止していましたが、活

動再開したのは僕が中学生の時でした。それを見て、「僕もやりたい」と言って習
い始めました。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？ 
ソロや室内楽の演奏会の計画を立てている時と、息子達のプレゼントを選んで

いる時。

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
実は大のスターウォーズ好きで、今では子供と一緒に見たり、SW 柄の子供服

を買い揃えたりと楽しんでいます。

5. ハマの JACK の活動についてお聴かせください
N 響ヴァイオリニストの三又治彦氏と白井篤氏、それと僕の 3 人で理事を務め

ている NPO 法人です。季節ごと年 4 回の定期演奏会が主な活動ですが、特に春公
演は「金の卵を探しています」のオーディション企画で若者の育成発掘に特化し
ており、お陰様で高い評価を頂いています。

6. 今後どのようなチェリストとして活動していきたいですか？
実は、今続けている活動がどれもすごく大切です。徐々に定着しつつある

活動 ( 毎年続けているリサイタル、毎月続けている横浜でのサロンコンサート、
組んでいるピアノ三重奏、毎年主催している 12 人のチェロアンサンブル、プ
ロデューサーとしても関わっているフィリアホールでの「室内楽アカデミア」、
ハマの JACK での活動など ) の合間を縫ってオーケストラへ客演させて頂い
たり、仲間たちとの室内楽があったり、小学校などへ訪問演奏の機会を頂い
たりと、本当に多くの演奏の機会を頂いています。その上で欲を言うならば、
時間をかけて弦楽四重奏に取り組みたい、特にベートーヴェンの後期の弦楽
四重奏の世界にドップリ浸かりたい、という願望があります。また、古楽の
奏法や弓にも興味があり、チャンスがあればチャレンジしていきたいです。
あとは、現代音楽を積極的に演奏していきたい、という気持ちも強いです。

40 歳を過ぎて、子供も生まれて、残り人生で何ができるかな、と考えるよ
うになってから、改めてやりたいことが山ほどある事に気付きました。周り
の人に感謝しつつ、健康に気を付けて、常に向上心を持って活動していきた
いと思っています。

R-493

海野 幹雄さん
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Upcoming Events

Yuko MIYAGAWA

1. 近況を教えてください
ここ数年間は月 1 回ペースでヨーロッパと日

本を往復する旅烏生活です。3 月は初めてシン
ガポールへ、現地のオーケストラと協奏曲を演
奏させていただきました。

2. チェロを始めたきっかけは？
姉がヴァイオリンを弾いていたため、指揮者だった祖父が「2 番目は男でも女

でもチェロがいいな」と言ったため、まだ生まれる前のことでした。

3. 一番ワクワクするときは、どんなときですか？
もちろんコンサート中！それから気の合う仲間たちとのリハーサル中や心をく

すぐる新しい曲に出逢ったときなど。

4. チェロ以外に好きなことはありますか？
料理！！旅先でも市場に行ってみますが、新しい素材に出会うとどんな物を作

ろうかワクワクウキウキ。そしてワイン！ ( もちろん一人では食べません。。)

5. 第 9 回チェロの日のご感想をお聴かせください
コンサートの準備から懇親会までいろいろな方とお話しできて、この協会が堤

先生をはじめとして沢山の方のチェロへの情熱により、大切に培われてきたのを
実感しました。アマチュア・プロの垣根なく、チェリストはチェロが大好きなの
だと改めて感じられた、幸せな時間をいただきました。翌日のアンサンブルも伺っ
てみたかったです！

6. 今後どのようなチェリストとして活動していきたいですか？
日本では海外の知られざる作品、海外では邦人作品を通常のレパートリー

に組み込んでコンサートで取り上げて行きたいと思います。各時代に埋もれ
かけている作品ももっと弾いていきたいし、ソロ、アンサンブルでの委嘱作
品も少しずつ増やしたいものです。もしそれで他の方が弾いてくださったら
嬉しい。あと小さな曲ばかりですが、無伴奏のアレンジなども自分で行なっ
ているので、それももっと手掛けてみたいと思っています。

R-555

水谷川 優子さん

水谷川優子チェロ・リサイタル・シリーズ vol.12
 〜北欧のマエストロを迎えて〜
日時／ 2019 年 5 月 10 日 ( 金 )  開演 19:00 
会場／紀尾井ホール
料金／ S 席 5000 円 、A 席 4000 円、 学生 3000 円
出演／水谷川優子 (Vc) マーク・ゴトーニ (Vn) ラルフ・ゴトーニ (Pf)
問／コンサート イマジン 03-3235-3777

“ 水谷川優子 YouTube チャンネル ”
を開設しました！
https://m.youtube.com/channel/
UCz_4LLOrkAkkopi77lkD8iw

Upcoming Events

© Masaru Mizushima

横浜市イギリス館で 2008 年から始めたサロンコンサートシリーズが、2019 年の 5
月に 100 回記念を迎えます。始めた当初はまさかこんなに続くとも思いませんでした
が、毎月弾きたい曲をどんどん弾いているうちに、お客様に喜んで頂けるだけでなく、
いつのまにか自分自身の成長に欠かせないものとなって来たことに気付き、どんなに
他の演奏が忙しい時期も、年 10 回のペースを崩さず続けてきました。今回は、日頃お
世話になっている仲間たちと共に、ドヴォルザークのチェロ協奏曲を、室内楽伴奏版
で演奏します。

日本との外交 100 年を記念して、フィンランドの演奏家を招いて ( 実は主人とその
父なのですが、長年アンサンブルを弾いている仲間 ) シベリウスが幼い娘を失った慟
哭が聴こえてくるような「マリンコニア」 からマッティ・ラウティオによる「ディベ
ルティメント」などなど変化に富んだレパートリーを演奏いたします。ラウティオ作
品はあまり知られてないのですが、一度聴いたらお気に入りになること間違いなし！
ラルフ・ゴトーニが「十牛図」にインスピレーションを得た書き下ろし作品は深く美
しい瞑想曲ですし、三重奏曲はそれぞれの楽器のソリスティックな面とアンサンブル
の楽しさが詰まったドヴォルザークの「ドゥムキー」を取り上げます。拙いながらも、
すこしでもチェロの魅力を伝えられたらと思っています。

Salon de Violoncello vol.100 ：
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲室内楽版の夕べ
日時／ 2019 年 5 月 2 日 ( 木 )　開演 19:00
会場／横浜市イギリス館
料金／一般 2000 円、学生 1000 円
出演／海野幹雄 (Vc) 白井篤 (Vn) 海野春絵 (Pf) ほか
問／ salon.de.vc@gmail.com  新演チケットサービス 03-3561-5012


